
社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）　事後評価書 令和元年５月８日

誰もが使える、誰もが使いやすい、安全安心な公園づくり
平成30年度　～　平成30年度　（1年間） 瑞浪市

すべての利用者が安全、円滑、快適に移動できるように配慮し、都市公園移動等円滑化基準に適合するバリアフリーの公園として再整備を行う

瑞浪市民公園の市民競技場バリアフリー化率　：　０％（Ｈ２９年度末）　→　１００％（Ｈ３０年度末）

　　（H29末） （H30末）
瑞浪市民公園の市民競技場バリアフリー化率
（市民競技場バリアフリー化率）＝（改善施設数）／（対象施設数）

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

瑞浪市ホームページにて公表

１．交付対象事業の進捗状況

上段（計画）

下段（実施）
Ａ　基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H30 H31 H32 H33 H34

30.0

24.0

合計 30.0

24.0

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H30 H31 H32 H33 H34

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H30 H31 H32 H33 H34

合計

番号 備考

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

事業内容要素となる事業名

（該当無し）

事業者

0% 100%
（3施設）（0施設）

事業者

Ｃ

事後評価の実施時期

公表の方法

令和元年５月８日

全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名 
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）事業者 要素となる事業名

（該当無し）

事業内容

一体的に実施することにより期待される効果

交付対象事業

公園

番号

A-1

全体事業費
（百万円）市町村名

市町村名

一般

計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

－　百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事後評価（中間評価）の実施体制

瑞浪市建設部内にて評価を実施

番号

瑞浪市

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
24百万円 Ａ

瑞浪市直接

24百万円 Ｂ －　百万円

瑞浪市

要素となる事業名

都市公園安全・安心対策事業（瑞浪市）

事業内容

市民競技場施設バリアフリー化（園路・便所・駐車場）

市民競技場施設バリアフリー化（園路・便所・駐車場）



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 100%
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値 ・計画通りの事業が実施でき、目標を達成することができた。

に差が出た要因
最終実績値 100%

（該当なし）
Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・誰もが使える、誰もが使いやすい、安全安心な公園として、公園利用の促進を図っていく。

・瑞浪市民公園内にある市民競技場の、園路の舗装・縦断勾配の改善、多目的便所等の整備、身障者用駐車場の新設を行い、施設のバリアフリー化率を100％とする
ことができた。

指標①（瑞浪市
民公園の市民競
技場バリアフ
リー化率）


